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論文内容要旨
まえがき
現在,国本で栽培
秋の低温・短目
本のイチゴ果
によるものであ
るが,7月から憩
 いる.
一季成り性品種
花芽分化の調節
れに代わる方法
成り性品種は露
り,夏季の高温
で,労力やコス
 徴がある.
四季成り性晶種
花芽の分化・発
で,本研究では
および二季成り
 しようとした.
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第1章.郷季成り
 属長の影響
一{サマーベリー
長が非常に強く
 から,栄養成長と花房発生
6月に発生した
25℃)と日長(8
ぼす影響について
8時間日長でも鱗
とともに,開花
った(第2図〉。
ける一方で,処理
鋤/器℃の24時
8週目に開花花房
開花花房数も減
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猶書、.、曝花房発
 と24時間の間に存在するとみられた.
マ.～8月に発生し
度.垂眉長処理を行
(図省略).したがっ
鎗/25℃において,花
20時間,24時間日
るとみられた(第
間間隔で調べたと
に存在することが明らかになった(第4図
第2章。四季成り性の各晶種における花
四季成り性の6つ
においてi時間間
で,`エバーベリ
時間以下の日長に
は蔦時間とi6時
 ュコは欝時間と鱗時間の問
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第窪章.瞬季成か睦の類似晶種におけ
亙)農y一鶴麗戯型
25℃において1時
薯性で,`翫cker
 時間の問(第7図B)に限界臼長がみられた.
二季成り性品種の
/25℃において亙
(第8図A).そこで
は短日性で,花房発
第墨童花芽分化
 芽分化の再開に及ぼす温度と翼長の影響
四季成り性晶種轟
(前処理)花芽分化
羅長(8時間,蟹時
鎗/25℃・雑時間臼
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20/蔦℃・8時
に花芽が分化
 かった.
Day遡綴織豊型
理を行ったと
24時間臼長では
8時間日長では
/乃℃・8時間β長では花芽が分化していな
30/25℃弓3時
ζなつあかり'
後処理開始後5週目以降に開花花
以上の結果,花
せるには30/2
で5週間以上か
を再開させる
で5週間以上か
と比べて,処理
畏で花芽分化を
とから,限界日
と推察された.
 温度を下げることによ
第§章.四季成
 光源の影響
四季成り性晶種
暗期中断か24
光蛍光ランプ(
断の場合,いず
止した(第10図
Rでは処理開始後患週日以降に開花
四季成り性晶
と同様の臼長処
れの光源におい
た(第10図B).
 で少なかった.
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中断か24時間日長
 開花花房数は時期中断と
したがって,四季
で促進され,赤色
 行う必要があることが示された。
望
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まとめ
イチゴの四季成
20/蕗℃や25/2
25℃では限界日
/25℃において,
い日長で促進さ
かにされた(第i
異なることから四
において限界日
り性品種の`恥。
β長で花芽分化
雛y一難鱗魁型品
 クなどの長目植物と同
四季成り性晶種
減少するが,その
めであることが
んで栽培するこ
り短い品種を選
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処理開始後週数
 第i図.四季成り性品種`サマーペリ
 ー 'の幼苗の展開葉数に及ぼす
 温度と日長の影響.図中の縦棒
 線は標準誤差を示す.
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処理開始後週数
四季成り性品種`サ
ー'の幼苗の開花花
す温度と日長の影響
 棒線は標準誤差を示す、
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 長の影響.図中の縦棒線は標準誤差を示す.
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論文審査結果要旨
現在,日本で栽培
一季成り性品種
では夏秋期に果
期の国産果実に
実生産できる四
化・発達の生理
研究では,四季成
における花芽の分化と発達に及ぼす環境要因に
四季成り性品種
25/20℃では限界
的長β性である
停止し,限界日長
明らかにされた
ら四季成り性晶
資植物であるこ
 り高い温度・長い日長で花芽分化することが示された。
以上の結果,高温
晶種の栽培では
見から,その原因
であると推察さ
り短い品種を選
夏秋期における四
 園芸学的な意義が非常に大きいと考えられる。
本砺究は夏秋期
究発展に十分寄
 与するに値するものと認定した。
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